
戦
国
末
期
土
佐
国
に
恥
け
る
地
方
的
中
心
集
落

ー
高
岡
郡
黒
岩
新
町
の
事
例
研
究
|

林

良E

太

健

は

じ

め

に

戦国末期土佐闘における地方的中心集落

わ
が
国
の
都
市
発
達
史
上
、
戦
国
末

1
近
世
初
頭
の
時
期
は
一
大
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
従
来
も
数
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
京
都

を
は
じ
め
各
地
の
城
下
町
や
寺
内
町
、
港
町
な
ど
に
つ
い
て
優
れ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
に
そ
の
原
型
が
つ
く
ら

れ
、
近
世
の
在
町
へ
と
展
開
し
て
、
わ
が
国
の
結
節
地
域
構
造
の
底
辺
を
支
え
て
い
っ
た
地
方
的
中
心
集
落
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
研
究

の
子
が
伸
び
ず
、
こ
の
時
期
の
都
市
発
達
を
総
体
的
・
構
造
的
に
把
握
す
る
の
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
水
準
の
肢
行
を

萩
藩
領
を
対
象
と
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み

T
Y

い
く
ら
か
で
も
打
開
す
べ
く
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
も
福
井
平
野
、
尾
張
平
野
、

近

年
は
長
宗
我
部
地
検
帳
を
手
懸
り
と
し
て
、
天
正
年
間
の
土
佐
固
に
お
け
る
市
町
H
地
方
的
中
心
集
落
の
研
究
を
進
め
て
い
る
ハ
2
1

こ
に
報
告
す
る
高
岡
郡
黒
岩
新
町
も
ま
た
そ
の
一
事
例
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

H 

』
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一、

『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
に
み
る
黒
岩
新
町

『
黒
岩
村
地
検
帳
』
ハ
3

)

(

天
正
一
八
(
一
五
九

O
)
年
、
以
下
単
に
『
地
検
帳
』
と
略
す
)
は
、
小
村
黒
岩
の
部
分
(
四
月
一
一
一
日
検

地
)
に
、

新
町
西
ノ
丁
南
ノ
ハ
シ
川
フ
チ
市
ヤ
シ
キ
付

一
L

(
所
)
拾
六
代
下
屋
敷

同

黒
岩
村

片)

与
介
給

岡

分主

作

)
内
は
筆
者
注
。
以
下
同
じ
。

を
筆
頭
に
、

「
新
町
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
群
を
登
録
し
て
い
る
。
こ
の
集
落
を
黒
岩
新
町
と
名
付
け
、
そ
の
構
成
や
位
置
、
プ
ラ
ン
、

さ
ら
に
は
そ
の
成
立
と
衰
退
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
た
「
新
町
」
屋
敷
群
の
末
尾
は
、

同
し
(
新
町
)
南
東
了
南
ノ
ハ
シ

一
ふ
(
所
)
拾
壱
代
三
分
下
屋
敷

同
(
黒
岩
村
)

久
兵
衛
給

同
(
片
岡
分
)

主

作

で
、
こ
こ
で
同
日
の
検
地
は
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
記
さ
れ
た
屋
敷
数
は
四

O
筆
で
、
冒
頭
部
分
に
「
市
ヤ
シ
キ
付
」
と
注
記
さ
れ

た
下
回
を
三
筆
(
総
面
積
一
八
代
五
分
)
挿
入
し
て
い
る
以
外
は
す
べ
て
屋
敷
で
あ
る
。
第
一
表
は
こ
の
屋
敷
群
の
構
成
を
、

「
新
町
」

を
除
く
小
村
黒
岩
(
以
下
、
単
に
黒
岩
村
と
い
う
)

に
登
録
さ
れ
て
い
る
四
八
筆
の
屋
敷
と
対
比
し
て
示
し
た
も
の
で
、
黒
岩
新
町
の
屋

敷
に
は
出
分
面
積
が
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
面
積
の
合
計
は
一
町
三
反
一
一
代
五
分
勺
才
、
屋
敷
一
筆
当
た
り
の
平
均
面
積
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戦国末期土佐固における地方的中心集落

は
九
九
・
三
分
(
一
六
代
四
分
才
)
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
黒
岩
村
の
屋
敷
は
、
最
も
多
く
の
屋
敷
が
連
続
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
部

分
で
も
一

O
筆
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
大
部
分
は
三
}
五
筆
程
度
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
田
畑
の
聞
に
交
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
面
積
表
示

は
例
外
な
く
出
分
を
有
し
、
屋
敷
地
の
総
面
積
は
基
本
面
積
五
町
三
反
三
九
代
一
分
、
出
分
面
積
四
町
三
反
四
二
代
五
分
で
、
合
計
は
九

町
七
反
三
一
一
代
と
な
る
。
従
っ
て
そ
の
一
筆
当
た
り
平
均
面
積
は
六
一

0
・
二
五
分
(
二
反
一
代
四
分
才
)
と
な
り
、
黒
岩
新
町
の
そ
れ

の
六
倍
強
に
も
達
す
る
。
こ
の
平
均
面
積
の
差
は
、
屋
敷
の
面
積
規
模
別
構
成
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
黒
岩
新
町
の
屋
敷
は
四

O

筆
中
二
九
筆
ま
で
が
一

o
l二
O
代
層
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
黒
岩
村
で
は
屋
敷
の
半
数
が
一

1
二
反
層
に
属
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
正
期
の
黒
岩
村
で
は
、
比
較
的
面
積
の
大
き
い
屋
敷
が
小
さ
な
屋
敷
群
u
小
村
を
な
し
て
散
在
す
る
景
観
が

卓
越
し
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
黒
岩
新
町
の
み
が
小
面
積
の
屋
敷
が
凝
集
す
る
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

35 

こ
の
黒
岩
新
町
は
東
ノ
丁
と
西
ノ
丁
と
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
筆
、
二
三
筆
の
屋
敷
を
登
録
し
て
い
る
。
そ
の
検
地
は
、
前
記
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の
よ
う
に
「
新
町
西
ノ
丁
南
ノ
ハ
シ
川
フ
チ
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
に
続
く
三
筆
の
団
地
お
よ
び
各
屋
敷
は
、
造

中
の
二
筆
(
新
町
西
ノ
丁
の
一
四
筆
目
と
一
五
筆
目
)
を
除
い
て
、

い
ず
れ
も
「
同
し
北
」
と
い
う
注
記
を
有
し
て

同
し
北
西
丁
北
ノ
ハ
シ

一
L

(
所
)
拾
三
代
弐
分

同
し
北
西
丁

一
L
拾
五
代
三
歩

下
ヤ
シ
キ

同
(
黒
岩
村
)
孫
六
居

間
し
(
片
岡
分
)

彦
四
郎
居

同

し

同

下
ヤ
シ
キ

に
至
り
、
そ
の
次
に
は
、

同
し
東
丁

一
ー
ふ
(
所
(
九
代
三
分
勺

同
し
南
東
ノ
丁

一
ふ
拾
代
下
ヤ
シ
キ

下
ヤ
シ
キ

同
(
黒
岩
村
)
介
兵
衛
居

同
し
(
片
岡
分
)

与
左
衛
門
居

間

し

同

と
続
い
て
、
以
下
は
新
町
検
地
最
後
の
屋
敷
で
あ
る
。

同
し
南
東
ノ
丁
南
ノ
ハ
シ

一
L

(
所
)
拾
壱
代
三
分

下
屋
敷

同
(
黒
岩
村
)
久
兵
衛
給

同
(
片
岡
分
)

主
作

ま
で
、
ど
の
屋
敷
も
「
同
し
南
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
新
町
西
ノ
丁
の
中
ほ
ど
、

一
二
筆
目
か
ら
一
五
筆
目
ま
で
の
屋
敷
陪

同
し
の
北
西
ノ
了
大
道
ウ
ラ

一
ふ
(
所
)
拾
八
代
下
ヤ
シ
キ

同
(
黒
岩
村
)
五
良
二
良
居

同
分
(
片
岡
分
)



同
し
北
西
ノ
丁
大
道
ノ
上

一
L
四
代
四
分
下
ヤ
シ
キ

新
町
横
ヤ
シ
キ

一
L
弐
十
九
代
三
分
下
ヤ
シ
キ

同
し
東
西
ノ
丁

一
ふ
拾
五
代
下
ヤ
γ
キ

藤
兵
衛
給

同

分

黒
岩
村
助
二
良
居

片

岡

分
源
次
郎
居

間

し

同
同

と
記
さ
れ
、
新
町
東
ノ
丁
で
も
九
筆
目
と
一

O
筆
目
が

同
し
南
東
丁
大
道
面

一
L

(
所
)
弐
十
五
代
才

同
(
黒
岩
村
)
新
左
衛
門
給

同
し
(
片
岡
分
)

主

居

新
三
良
給

同

し

居

下
屋
敷

戦国末期土佐国における地方的中心集落

同
し
南
東
了
大
道
下

一
L
拾
四
代
五
分
下
屋
敷

同

主

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
『
地
検
帳
』
の
記
載
様
式
か
ら
、
里
山
岩
新
町
の
集
落
形
態
は
、
南
北
に
伸
び
る
街
路
を
は
さ
ん
で
東
ノ
丁
と
西
ノ
丁
と
が

相
対
し
、
「
新
町
横
ヤ
シ
キ
」
と
注
記
さ
れ
た
西
ノ
丁
一
四
筆
目
の
屋
敷
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
屋
敷
が
こ
の
南
北
街
路
に
沿
っ
て
列
状
に

配
列
す
る
街
村
を
な
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
街
村
の
中
ほ
ど
を
「
大
道
」
と
呼
ば
れ
る
街
道
が
横
切
り
、

「
新
町
横
ヤ
シ
キ
」
は

こ
の
「
大
道
」
沿
い
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
第
一
図
は
、
街
村
の
主
軸
を
な
す
南
北
街
路
と
「
大
道
」
と
の
交
点
を
基

37 

準
に
、

『
地
検
帳
』
の
記
載
順
序
に
従
っ
て
各
屋
敷
の
配
列
と
面
積
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
各
屋
敷
の
平
面
形
態
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
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回代:i¥i助給

20 30 40代

巨ヨ下回

大道

こ
れ
ら
の
屋
敷
の
品
等
は
、
西
ノ
丁
一
八
筆

黒岩新町の屋敷配列と屋敷面積

自
の
一
筆
が
下
々
屋
敷
と
な
っ
て
い
る
の
を
の

ぞ
く
す
べ
て
が
下
屋
敷
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
に
下
屋
敷
が
卓
越
す
る
の
は
黒
岩
新
町

の
み
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
黒
岩
村
全

体
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

屋
敷
名
請
人
の
名
称
は
、
黒
岩
新
町
の
場
合
は

前
記
の
若
干
の
例
示
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

第1図

与
助
・
久
兵
衛
・
孫
六
・
彦
四
郎
と
い
っ
た
姓
を

記
さ
れ
な
い
名
前
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

金
千
代
・
黒
岩
左
馬
進
・
横
畠
刑
部
進
・
岡
林
善
兵
衛
と
い
っ
た
上
・
中
級
給
人
や
、
定
尺
二
良
衛
門
・
定
尺
源
四
郎
・
中
関
与
左
衛
門

黒
岩
村
の
場
合
は
屋
敷
・
田
畠
を
問
わ
ず
片
岡

-
中
間
喜
助
と
い
っ
た
無
姓
の
下
級
給
人
が
大
部
分
を
占
め
、
給
人
層
以
外
で
は
観
音
堂
・
瑞
応
寺
・
宮
原
寺
・
常
光
寺
な
ど
の
寺
名
が

み
ら
れ
る
の
み
で
、
両
者
の
間
で
顕
著
な
対
照
を
示
し
て
い
る
。
黒
岩
新
町
の
屋
敷
名
請
人
は
農
民
ま
た
は
商
工
業
者
で
あ
ろ
う
。

町
「
某
給

主
居
」
と
記
さ
れ
た
も
の
と
、

Dm
「
某
給

そ
の
記
載
様
式
は
、

A
単
に
「
某
居
」
と
の
み
記
さ
れ
た
も
の
と
、

B
「
某
給
」
と
記
さ
れ
た
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
さ
ら
に

主
作
」
と
記
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
弘
「
某
給
」
と
の
み
記
さ
れ
た
も
の
と
に
分

け
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
黒
岩
新
町
で
は
唯
一
の
事
例
で
あ
る
が
、
東
ノ
丁
一
五
筆
自
の
屋
敷
は

C
「
新
蔵
相
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の



う
ち
、

A
と
院
の
記
載
は
、
名
前
を
明
記
さ
れ
た
名
請
人
が
そ
の
屋
敷
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

A
の
記
載

様
式
が
西
ノ
丁
に
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
て
払
の
そ
れ
は
東
ノ
丁
に
限
ら
れ
て
い
る
事
情
や
両
者
間
の
差
異
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。
弘
の
記
載
は
そ
の
名
請
人
が
み
ず
か
ら
そ
の
土
地
を
耕
作
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
記
載
例
は
団
地
の

み
に
限
ら
ず
屋
敷
地
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
屋
敷
地
は
、
居
住
が
放
棄
さ
れ
て
耕
地
に
転
換
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
島
の
記
載
に
み
え
る
名
請
人
の
名
前
は
、

い
ず
れ
も
A
お
よ
び
臥
の
タ
イ
プ
に
記
さ
れ
た
名
請
人
の
中
に
み
ら
れ
、
黒
岩
新
町
の

田
地
お
よ
び
耕
地
化
さ
れ
た
屋
敷
地
は
、

い
ず
れ
も
同
町
の
居
住
者
に
よ
っ
て
作
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

n
山
の
タ
イ
プ
は

黒
岩
新
町
の
中
心
部
、
南
北
街
路
と
「
大
道
」
と
の
交
点
の
北
西
隅
に
位
置
す
る
西
ノ
丁
一
三
筆
目
の
屋
敷
に
付
さ
れ
た
「
藤
兵
衛
給
」

戦国末期土佐国における地方的中心集落

の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
藤
兵
衛
と
い
う
名
前
は
『
黒
岩
村
地
検
帳
』
で
は
こ
こ
一
ケ
所
に
姿
を
見
せ
る
の
み
で
、
委
細
は
不
明
で
あ
る
。

C
「
新
蔵
相
」
の
新
蔵
は
西
ノ
丁
三

O
筆
目
に
「
新
蔵
居
」
と
記
さ
れ
た
新
蔵
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
某
拍
」
と
い
う
記
載
は
、

高
岡
郡
高
岡
市
で
「
家
な
し
」
と
注
記
さ
れ
た
空
屋
敷
が
す
べ
て
「
某
拍
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
ケ
l
ス
(
4
〉
と
対
照
す
る
と
き
、

黒
岩
新
町
の
場
合
も
、
こ
の
屋
敷
が
す
で
に
「
家
な
し
L

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
「
某

作
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
だ
耕
地
化
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
天
正
一
八
年
の
検
地
当
時
、
黒
岩
新
町
に
居
住
し
て
い
た
の
は

A
お
よ
び
弘
の
様
式
で
記
載
さ
れ
た
者
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
o
A
タ
イ
プ
の
記
載
は
一
九
筆
の
屋
敷
に
一
九
名
、
弘
タ
イ
プ
の
記
載
は
二
二
筆
の
屋
敷
に
一
三
名
み
ら
れ
る
。
こ

の
合
計
三
二
名
の
名
請
人
は
、
同
音
異
字
の
「
孫
市
」

(
西
ノ
丁
一

O
筆
目
)
と
「
孫
一
」

(
東
ノ
丁
八
筆
目
)
を
別
々
の
人
物
と
み
れ

ば
、
全
員
が
そ
の
名
前
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黒
岩
新
町
の
住
民
は
三
一
一
名
H

一
二
三
戸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
地
検
帳
』
は
、
四
月
一
二
日
検
地
の
「
新
町
」
に
続
く
同
一
五
日
検
地
の
ホ
ノ
キ
「
ソ
子
タ
」
に
「
市
ヤ
シ
キ
付
」
と
注
記
さ
れ
た
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次
の
コ
一
筆
の
団
地
を
記
し
て
い
る
。

同
し
(
ソ
子
タ
)
西
市
ノ
ヤ
シ
キ
付

一
L

(
所
)
一
二
十
参
代
上

同
(
黒
岩
村
)
目
代
市
助
給

同
(
片
岡
分
)

主

作
し

給

同

同
し
ノ
南
市
ヤ
シ
キ
付

一
L
九
代
士
宮
分
下

同

同

同
し
南
市
ヤ
シ
キ
付

一
-
A

六
代
四
分
下

同

孫

六主

給作

|司

主

作

こ
れ
ら
の
田
地
を
給
さ
れ
、
み
ず
か
ら
耕
作
し
て
い
た
市
助
と
孫
六
は
い
ず
れ
も
黒
岩
新
町
の
住
民
で
あ
り
、
こ
と
に
二
筆
四
二
代
一

分
の
団
地
を
名
請
し
て
い
た
市
助
は
「
目
代
」
と
い
う
一
肩
書
を
有
す
る
有
力
者
で
、
一
ニ
四
代
五
分
と
黒
岩
新
町
最
大
の
面
積
を
有
す
る
屋

敷
に
居
住
し
、
西
ノ
丁
五
筆
目
の
下
屋
敷
一
六
代
三
分
(
5
〉
を
も
給
さ
れ
、

「
主
作
」

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
黒
岩
新
町
の
住
民
は
、

み
ず
か
ら
町
内
や
隣
接
の
田
地
は
も
と
よ
り
、
町
内
の
無
住
と
な
っ
た
屋
敷
地
を
も
耕
作
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
目
代
市
助
は
そ
の
中
で

も
最
も
多
く
の
土
地
を
集
積
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
当
時
な
お
半
農
半
商
工
段
階
に
あ
っ
た
地
方
的
中
心
集
落
商
工
業
者
の
状
況
を

示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

ニ
、
黒
岩
新
町
の
位
置
と
プ
ラ
ン

黒
岩
新
町
、
あ
る
い
は
黒
岩
村
の
名
称
を
伝
え
る
地
名
は
、
近
年
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
佐
川
町
に
併
合
さ
れ
る
ま
で
は
高
岡
郡
黒
岩



1: 25， 000地買事図の集~名と一致する村

向上の実字村名

1: 25，000地形図に見Sれを，J村

内T任不明の相

戦国末期土佐国における地方的中心集落

，cコ
地検帳記載の対)[ J 

のうち 1仁コ
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黒省地検慌の検地順

矢印l孟検地JI¥fi左京す

村
と
い
う
行
政
村
の
名
称
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
た
が
、
旧

藩
政
村
の
名
称
を
受
け
つ
ぐ
大
字
名
と
し
て
は
早
く
か
ら
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
黒
岩
新
町
や
黒
岩
村
の
所
在
を

限
定
す
る
作
業
に
手
間
ど
っ
た
訳
で
、

こ
む
ら

て
小
村
ご
と
の
検
地
順
序
を
現
地
の
状
況
と
照
合
し
な
が
ら
復
原

『
黒
岩
地
検
帳
』
に
よ
っ

黒岩地検帳の検地順

す
る
と
い
う
作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
手
懸
り
と
な
っ
た

の
は
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
に
記
さ
れ
た
集
落
名
で
あ
り
、
地

形
図
に
み
ら
れ
な
い
小
村
に
つ
い
て
は
『
地
検
帳
』
の
当
該
小
村

に
記
さ
れ
た
ホ
ノ
キ
名
と
現
在
の
小
字
名
と
を
比
対
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
所
在
を
確
定
し
た
。
第
二
図
は
そ
の
作
業
結
果
を

第2図

示
し
た
も
の
で
、
小
村
ご
と
の
検
地
順
を
矢
印
で
示
し
て
い
る

，F 

ハ
6
〉

0こ
う
し
て
確
定
さ
れ
た
黒
岩
新
町
お
よ
び
黒
岩
村
は
、
現
在
の

高
岡
郡
佐
川
町
大
字
黒
原
の
う
ち
、
北
流
し
て
き
た
柳
瀬
川
が
西

方
へ
向
き
を
か
え
る
屈
曲
点
の
北
岸
に
位
置
し
、
そ
こ
に
は
現
在

も
「
新
町
」

「
黒
岩
」
と
い
う
小
字
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
は
現
在
の
高
知
市
中
心
部
か
ら
西
方
へ
約
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
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第 2表 黒岩村各小村の屋敷品等別屋敷数

屋 敷 口ロ口 等

キす 名
上| 中 | 下 | 下 々 | そ の 他 |備考|不明|計

メJ入 成 2 3 1 紺屋ヤシキ 5 

金| 原
。

r凸~ 地 1 1 2 

クキ谷 1 1 

舟木谷 2 2 

舟 木
。

大 谷 1 2 3 

神母谷 1 1 

天忠寺 1 1 

芝 尾 24 11 下畠 1 天忠寺寺 36 
徳住

平 野 4 3 13 下畠 2 2 24 

大多川 4 4 

菖 蒲 1 1 

ぷロ三、 十 2 9 大平土居 11 
台十寺

黒 岩 2 41 2 下山畠 1 観音堂 1 48 
下品 I 

古常御土光城寺居

新 回I 39 1 40 

明 木 4 下々山畠 2 6 

分 乗 O 

山 木 1 10 2 下々111畠3 薬師堂 16 

坂 東 1 2 3 

源 住 1 1 2 

原 3 3 

r品Aー・ 原 1 2 1 宮原寺 1 5 
八幡

Z十 1 2 1 17 1
150 

1 32 1 
10 1 4 1 215 

平野村の備考:皮細工ヤシキ，ヲグ鍛治ャ，紺屋ヤシキ



の
地
点
に
あ
た
り
、
柳
瀬
川
は
南
方
に
つ
づ
く
佐
川
盆
地
を
排
水
し
て
、
現
在
の
越
知
町
中
心
市
街
北
東
方
で
仁
淀
川
に
注
い
で
い
る
。

こ
の
合
流
点
に
は
、
明
治
初
年
ま
で
仁
淀
川
水
運
の
船
着
場
が
あ
っ
た
。

『
黒
岩
地
検
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
小
村
の
分
布
を
も
示
し
て
お
り
、
こ
の
『
地
検
帳
』
作
成
当
時
黒
岩
と
し
て
一
括

ζ

む
ら

さ
れ
た
領
域
(
こ
れ
を
小
村
と
し
て
の
黒
岩
村
と
区
別
す
る
た
め
、
黒
岩
郷
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
は
、
現
在
の
佐
川
町
域
と
越
知
町
域

第
二
図
は
ま
た
、

と
に
ま
た
が
り
、
柳
瀬
川
下
流
域
か
ら
仁
淀
川
と
の
合
流
点
付
近
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
第
二
表
は
『
地
検
帳
』
記
載
の
小
村
ご
と

戦国末期土佐固における地方的中心集落

に
屋
敷
数
お
よ
び
屋
敷
口
同
等
を
集
計
し
た
も
の
で
、
検
地
当
時
の
黒
岩
郷
で
は
合
計
二
一
五
筆
の
屋
敷
が
登
録
さ
れ
、
そ
の
七

O
%を
占

こ
む
ら

め
る
一
五

O
筆
は
下
屋
敷
で
あ
っ
た
。
黒
岩
郷
を
構
成
す
る
小
村
は
二
三
ケ
村
あ
り
、
そ
の
中
に
は
針
原
・
舟
木
・
分
乗
の
ご
と
く
屋
敷

グ
キ
谷
・
神
母
谷
・
天
忠
寺
・
菖
蒲
の
よ
う
に
登
録
屋
敷
を
一
筆
し
か
有
し
な
い
も
の
も
あ
っ

を
一
筆
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、

た
が
二
方
で
は
黒
岩
村
の
四
八
筆
を
は
じ
め
、
新
町
の
四

O
筆
、
芝
生
の
三
六
筆
、
平
野
の
二
四
筆
な
ど
、
か
な
り
の
登
録
屋
敷
数
を
有

し
よ
う
そ
ん

す
る
小
村
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
黒
岩
村
の
屋
敷
が
数
筆
ず
つ
の
群
に
分
れ
て
散
在
す
る
小
村
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

芝
生
村
や
平
野
村
の
場
合
も
『
地
検
帳
』
の
記
載
様
式
か
ら
こ
れ
と
類
似
し
た
集
落
形
態
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、

四
O
筆
の
屋
敷
が
街

村
を
な
す
黒
岩
新
町
は
黒
岩
郷
中
最
大
の
集
落
で
あ
っ
た
。

第
二
表
の
備
考
欄
に
は
、

『
地
検
帳
』
記
載
の
古
城
や
土
居
・
寺
社
の
ほ
か
、
そ
の
注
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
手
工
業
者
を
も
示
し
て

お
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
黒
岩
郷
で
は
そ
の
東
半
部
に
土
居
や
寺
社
が
多
く
、
黒
岩
村
が
そ
の
核
心
を
な
し
て
い
た
こ
と
、
手
工
業
者
は

中
央
部
の
平
野
村
に
皮
細
工
・
鍛
冶
・
紺
屋
が
居
り
、
西
端
の
今
成
村
に
も
紺
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
黒
岩
郷
の
核
心
を
な
す
黒
岩
村
の
、
そ
の
ま
た
中
心
部
を
占
め
る
地
区
に
つ
い
て
現
在
の
小
字
分
布
を
一
不
す
と
第
三
図
の

43 

一
方
、
こ
の
付
近
の
『
地
検
帳
』

は
左
記
の
順
序
で
ホ
ノ
キ
名
を
示
し
て
い
る
(
〔

〕
内
は
『
地
検
帳
』
の
ホ
ノ
キ
名
に

よ
う
に
な
る
。
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対
応
す
る
現
在
の
小
字
名
)
0

(
前
略
)
八
反
タ
〔
八
反
田
〕
↓
口
木
タ
〔
梅
木
田
〕
↓
エ
ノ
木
タ
〔
榎
木
田
〕
↓
ヒ
ノ
ク
チ
↓
口
池
田
〔
下
池
田
〕
↓
口
東
↓
口
神
前
↓
口
口
ケ
坪

門
柳
ケ
坪
〕
↓
口
ハ
イ
カ
ツ
ホ
↓
下
池
口
門
下
池
田
〕
↓
池
田
門
池
田
〕
↓
ツ
イ
チ
ハ
ナ
↓
ヒ
カ
シ
ヤ
マ
↓
ハ
セ
ウ
カ
口
ノ
上
門
場
所
ケ
内
〕
↓
ニ
シ
ノ

岡
〔
西
ノ
岡
〕
↓
寺
野
〔
寺
野
〕
↓
神
ノ
木
ノ
前
↓
コ
ウ
シ
ノ
木
〔
柑
子
木
〕
↓
フ
ル
タ
〔
古
田
〕
↓
梅
ノ
木
↓
コ
ハ
ヤ
シ
〔
小
林
〕
↓
東
ヤ
シ
キ

〔
東
屋
式
〕
↓
古
弓
場
門
古
弓
場
U

↓
寺
ノ
門
寺
野
〕
↓
堂
ノ
ウ
シ
ロ
↓
仁
井
ヤ
↓
西
ノ
悶
門
商
ノ
岡
〕
↓
本
ノ
尾
西
ウ
サ
カ
リ
共
↓
観
音
堂
ノ
西
↓

サ
ヱ
ン
所
↓
観
音
堂
寺
中
↓
川
原
崎
谷
川
フ
チ
門
川
原
崎
〕
↓
黒
岩
古
城
〔
黒
岩
U

↓
城
東
ノ
下
ホ
リ
↓
一
一
ノ
塀
↓
下
ヲ
カ
門
下
岡
〕
↓
西
フ
チ
岩
↓

川
窪
↓
ヒ
ノ
ク
チ
大
道
ソ
へ
↓
新
町
〔
新
町
〕
↓
ケ
サ
丸
〔
ケ
サ
丸
〕
↓
ヒ
カ
シ
テ

γ
↓
ソ
子
タ
〔
ソ
子
回
〕
↓
土
居
〔
土
居
U

↓
サ
カ
リ
溝
カ
ケ
テ

↓
ア
タ
ニ
谷
道
カ
ケ
テ
〔
阿
田
道
掛
〕
↓
常
光
寺
谷
↓
ソ
子
タ
〔
ソ
子
回
〕
↓
谷
タ
↓
ソ
子
タ
ノ
ヲ
ク
新
ヒ
ラ
キ
〔
ソ
子
ダ
奥
新
開
〕
↓
井
ノ
山
〔
井

ノ
山
〕
↓
立
タ
溝
カ
ケ
テ
〔
立
国
〕
↓
横
田
↓
永
田
ノ
面
↓
竹
ノ
下
↓
永
田
ノ
ヲ
キ
円
永
田
奥
道
添
〕
↓
山
ノ
下
↓
常
光
寺
寺
中
〔
常
光
寺
〕
↓
ナ
カ

タ
ノ
土
居
〔
永
田
土
居
〕
↓
成
谷
円
成
谷
〕
↓
(
下
略
)

こ
れ
ら
の
ホ
ノ
キ
名
の
う
ち
、
か
な
り
の
も
の
は
今
日
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
半
数
以
上
は
現
在
の
小

字
名
と
の
対
照
が
可
能
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
地
区
の
検
地
順
序
を
推
定
す
る
と
第
三
図
の
矢
印
の
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
読
み
取

れ
る
の
は
、

一
見
無
秩
序
に
み
え
る
検
地
も
、
実
は
一
定
の
順
序
に
従
っ
て
隣
接
し
た
小
字
を
た
ど
り
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
検
地
順
序
か
ら
、

『
地
検
帳
』
に
四

O
筆
の
屋
敷
か
ら
な
る
街
村
を
登
録
さ
れ
た
黒
岩
新
町
が
、
現
在
の
小
字
「
新

町
」
を
含
む
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
地
区
は
、
現
在
の
佐
川
町
域
北
端
を
限
る
標
高
四
七
六
・
六
メ
ー
ト
ル
の
行
司
ケ
岳
の
南
麓
に
付
着
し
た
河
岸
段
丘
に
相
当
し
、

段
丘
面
は
小
河
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
て
い
く
つ
か
の
や
フ
ロ
ッ
ク
に
分
れ
て
い
る
。
小
字
「
新
町
」
お
よ
び
そ
の
東
に
接
す
る
「
ケ
サ
丸
」

は
沖
積
低
地
と
の
比
高
数
メ
ー
ト
ル
の
低
位
段
丘
面
上
に
あ
り
、
そ
の
西
に
接
す
る
小
字
「
黒
岩
」
と
東
側
の
小
字
「
土
居
」
は
、
さ
ら

に
数
メ
ー
ト
ル
高
い
高
位
段
丘
面
に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
段
丘
面
は
北
か
ら
南
へ
向
っ
て
緩
斜
し
て
お
り
、
低
位
段
丘
面
は
小
字
「
新



綾
城
南
ぜ
壬
g
h
h需
品
川
合
同
刊
は

E
川
辺
什
明
白
判
以
内
盟
鋒

布分字の村岩黒第 3図

日3
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黒岩新町付近の空中写真

(昭和48年12月，日本航業株式会社撮影)

第4図

町
」
お
よ
び
「
ケ
サ
丸
」
か
ら
、
こ
れ
に

南
接
す
る
小
字
「
下
問
」
の
東
半
部
ま
で

連
続
す
る
平
担
な
緩
斜
面
を
な
し
て
、
柳

瀬
川
北
岸
に
至
っ
て
い
る
。
第
四
図
は
こ

の
地
区
の
空
中
写
真
で
、
上
述
の
よ
う
な

立
地
環
境
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在

で
は
小
字
「
新
町
」
の
大
部
分
と
「
ケ
サ

丸
」
の
一
部
は
佐
川
町
立
黒
岩
中
学
校
の

敷
地
に
転
用
さ
れ
て
大
幅
な
改
変
を
受
け

て
い
る
。

そ
こ
で
、
明
治
前
期
の
地
籍
図
(
佐
川

町
役
場
蔵
)
に
よ
っ
て
、
小
字
「
新
町
」

と
そ
の
隣
接
地
区
の
当
時
の
土
地
割
と
土

地
利
用
を
示
し
た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
小
字
「
新
町
」
の
中
央

よ
り
や
や
東
寄
り
の
部
分
に
南
北
走
ず
る



を
貫
い
て
柳
瀬
川
北
岸
に
達
し
て
い
る
(
図
中
の

A
1
B街
路
)
。

の
両
側
に
は
小
径
に
直
交
す
る
地
籍
界
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
守
プ
ロ
ッ
ク
型

l
短
冊
型
の
土
地
剖
が
認
め
ら
れ
、
明
治
前
期
に
は
一
面
の

小
径
が
み
ら
れ
、
そ
の
南
方
へ
の
延
長
は
小
字
「
下
岡
L

こ
の
小
径

水
田
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
小
字
「
新
町
」
の
南
端
に
は
、
小
字
「
下
岡
」
と
の
境
界
を
な
す
や
や
大
き
な
道
路
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

道
路
は
大
字
黒
原
を
貫
通
し
て
周
辺
の
村
々
へ
続
い
て
い
る
。
こ
の
道
路
、
が
前
述
の
「
大
道
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
往
時
の

黒
岩
新
町
は

A
l
B
街
路
を
は
さ
ん
で
南
北
に
細
長
い
街
村
を
な
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の

A
l
B
街
路
は
低
位
段
丘
面
の
中
央
部
を
ほ
ぼ
直
線
状
に
南
北
走
し
て
お
り
、
そ
の
聞
の
距
離
は
一
一
一
七
・
二
メ
ー
ト
ル
を
測

戦国末期土佐固における地方的中心集落

一
方
、
小
字
「
新
町
」
と
「
ケ
サ
丸
L

と
の
境
界
椋

(
C
D
線
)
は
、
若
干
の
屈
曲
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
ほ
ぽ
直
線
状
に

南
北
走
し
、

A
l
B
街
路
の
北
半
部
に
平
行
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
小
字
界
は
、
低
位
段
丘
上
の
平
担
面
に
設
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か

る

「
ケ
サ
丸
」
と
「
土
居
」
、

あ
る
い
は
「
新
町
L

と
「
黒
岩
」
と
の
聞
の
小
字
界
の
よ
う
に
、

か
わ
ら
ず
、

道
路
や
水
路
を
利
用
し
た
も

の
で
は
な
く
、
水
田
相
互
間
の
地
籍
界
が
の
そ
の
ま
ま
小
字
界
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
こ
の
地
区
に

A
l
B

街
路
を
は
さ
ん
で
形
成
さ
れ
て
い
た
街
村
の
屋
敷
地
の
背
後
を
画
す
地
籍
界
が
「
新
町
」
と
「
ケ
サ
丸
」
と
の
ホ
ノ
キ
界
と
さ
れ
、
そ
れ

が
今
日
の
小
字
界
に
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

そ
こ
で
、

A
|
B街
路
と
「
大
道
L

と
の
交
点
を

O
と
し
、

Aー

o問
の
距
離
を
計
測
す
る
と
一
一
一
九
・
六
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
こ
れ

は
『
地
検
帳
』
の
検
地
竿
(
7
〉
で
は
六
七
・
九
聞
に
相
当
す
る
。

一
方
、

A
i
O線
と

C
l
D
線
と
の
間
隔
は
、

両
線
と
も
若
干
屈
曲
し

て
い
る
た
め
場
所
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
平
均
的
に
は
二
八
・
八
メ
ー
ト
ル
、
す
な
わ
ち
『
地
検
帳
』
検
地
竿
の
一
五
・
一
間

で
あ
る
o

従
っ
て
四
辺
形

A
O
D
C
の
面
積
は
一
、

O
一
一
五
・
二
九
歩
、
す
な
わ
ち
三
反
二

O
代
五
歩
才
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ

47 

で
、
こ
の
四
辺
形

A
O
D
C
の
地
区
に
相
当
す
る
の
は
、
黒
岩
新
町
の
街
村
の
う
ち
、
東
ノ
了
の
大
道
以
北
に
位
置
す
る
九
筆
の
屋
敷
地
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で
あ
り
(
第
一
図
参
照
)
、

そ
の
合
計
面
積
三
反
一
九
代
勺
才
は
前
記
の
計
測
面
積
と
き
わ
め
て
近
似
し
た
値
を
示
す
。

こ
の
こ
と
は
、

前
述
の
推
定
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
以
外
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
土
地
割
が
不
規
則
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
小
字
「
新
町
」
と
「
黒
岩
」
の
聞
を
画
す
小
河
川
が
浅

い
谷
を
刻
ん
で
い
て
起
伏
の
あ
る
地
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
前
記
の
よ
う
な
計
測
は
容
易
で
は
な
い
が
、
前
述
の

A
l
O聞
の
長
さ
で

「
大
道
L

以
北
の
西
ノ
丁
の
屋
敷
の
う
ち
、

「
新
町
横
ヤ
シ
キ
」
と
注
記
さ
れ
た
一
筆
を
除
く
屋
敷
地
の
総
面
積
三
反
四
九
代
四
分
を
割

る
と
、
こ
の
街
区
の
平
均
奥
行
は
三
三
・
六
メ
ー
ト
ル
(
『
地
検
帳
』
の
検
地
竿
で
一
七
・
六
問
、
以
下
同
じ
)

と
な
り
、

こ
の
長
さ
は

A
i
O街
路
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
南
北
流
す
る

E
|
F
聞
の
水
路
と

A
l
O街
路
と
の
聞
の
距
離
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
ま
た
、

「
大
道
」
の

幅
を
二
間
H
三
・
八
メ
ー
ト
ル
と
仮
定
す
る
と
す
)
、

「
大
道
」
以
南
の
街
路
の
長
さ

(
O
l
B
間
)

は
八
三
・
八
メ
ー
ト
ル
(
四

九
問
)
と
な
り
、
こ
の
長
さ
で
東
ノ
丁
「
大
道
」
以
南
の
屋
敷
地
総
面
積
二
反
二
五
代
勺
を
割
る
と
、
そ
の
平
均
奥
行
は
三
二
・
六
メ

1

ト
ノレ

(
一
七
・
一
間
)
と
な
る
。
こ
の
長
さ
は
ま
た
、

o
i
B
街
路
に
ほ
ぼ
平
行
す
る
G
I
H水
路
と

O
l
B
街
路
と
の
平
均
的
な
間
隔

に
近
似
す
る
。
同
様
に
し
て
、
西
ノ
丁
の
「
大
道
」
以
南
街
区
に
つ
い
て
も
そ
の
平
均
奥
行
を
算
出
す
る
と
四
一
・

0
メ
ー
ト
ル
(
一
一
一

-
五
間
)
と
な
る
が
、
こ
の
地
区
は
第
五
図
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
曲
流
す
る
小
河
川
に
よ
っ
て
そ
の
背
後
を
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
に
対
応
す
る
地
割
線
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
曲
流
す
る
小
河
川
と
O
l
B
街
路
に
は
さ
ま
れ
た
地
区
の
面
積
は
、
西
ノ
丁

「
大
道
」
以
南
街
区
の
総
面
積
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
黒
岩
新
町
の
街
村
は
、
第
五
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

Aー

B
街
路
を
中
軸
と
し
て
小
字
「
新
町
」
の
北
端
か

ら
「
下
岡
」
の
南
部
H

低
位
段
丘
面
の
南
端
ま
で
連
な
り
、

「
大
道
」
に
面
し
た
西
ノ
丁
の
西
側
に
は
「
新
町
横
ヤ
シ
キ
」
が
付
着
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
街
村
の
南
北
長
一
一
一
七
・
二
メ
ー
ト
ル
(
一
一
一
ニ
・
八
間
)
は
、
吾
川
郡
弘
岡
市
の
約
三

O
O
メ
l
ト



ル
(
二

O
O間
)
に
比
べ
る
と
約
三
分
の
二
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
は
弘
岡
市
の
市
屋
敷
が
五
一
筆
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
黒
岩
新
町
の

屋
敷
の
平
均
奥
行
が
一
五

l
二
二
聞
で
あ
っ
た
点
で
は
共
通
し
て
い
る

(20

屋
敷
は
四

O
筆
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

黒
岩
新
町
の
南
端
が
柳
瀬
川
に
接
し
て
い
た
こ
と
は
、

『
地
検
帳
』
の
新
町
冒
頭
に
「
新
町
西
ノ
丁
南
ノ
ハ
シ
川
フ
チ
市
ヤ
シ
キ
付
」

と
注
記
さ
れ
た
屋
敷
地
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
黒
岩
新
町
が
こ
の
河
岸
を
通
じ
て
仁
淀
川
水
運
に
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
は
後
述
す
る
片
岡
盛
衰
記
の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、

現
越
知
町
域
の
仁
淀

天
正
一
七
年
の
『
分
徳
越
知
地
検
帳
』
自
υ
が、

川
と
支
流
大
桐
川
と
の
合
流
点
近
く
に
位
置
す
る
文
徳
村
に

「
舟
戸
」
、

越
知
町
中
心
市
街
の
一
面
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
部
分
に

「
舟
ク
ラ
」

『
黒
岩
村
地
検
帳
』
も
ま
た
黒
岩
新
町
南
方
の
坂
東
村
に
「
水
舟
」
と
い
う

「
小
舟
ヤ
シ
キ
」
と
い
う
ホ
ノ
キ
名
を
有
し
、

戦国末期土佐国における地方的中心集洛

ホ
ノ
キ
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
付
近
ま
で
は
水
運
が
開
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
黒
岩
新
町
と
外
部
地
域
と
を
結
ぶ
ル

l
ト
と
し
て
は
、
街
村
の
中
央
部
を
横
断
し
て
東
西
走
す
る
「
大
道
」
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
大
道
と
い
う
記
載
は
『
地
検
帳
』
の
注
記
の
中
に
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
る
も
の
で
、
横
川
末
吉
は
吾
川
郡
春
野
町
域
に
つ
い
て
、
こ

の
注
記
を
有
す
る
村
守
一
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
る
ル

I
ト
を
、

当
時
の
主
要
交
通
路
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
(
巴
。

『
黒
岩
村

地
検
帳
』
で
は
、
黒
岩
新
町
の
ほ
か
平
野
村
と
芝
尾
村
に
「
大
道
」
と
い
う
注
記
が
み
ら
れ
、
当
時
の
主
要
交
通
路
が
仁
淀
川
右
岸
ま
で

通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
ル

l
ト
は
さ
ら
に
、
柳
瀬
川
下
流
を
渡
っ
て
現
在
の
越
知
町
中
心
部
に
ま
で
続
い
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
が
、
こ
の
地
区
を
対
象
と
し
た
『
分
徳
越
知
地
検
帳
』
に
は
「
大
道
」
と
い
う
注
記
が
み
ら
れ
な
い
た
め
確
認
は
で
き
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、
黒
岩
郷
の
南
に
接
す
る
庄
田
村
々
の
『
地
検
帳
』

(
天
正
一
七
年
)

は
庄
田
村
と
中
野
村
に
「
大
道
」
と
い
う
注
記
を
有

( し
現
虎主さ
杖Tら
野町に
)そ

の
南

続
く
佐
] 1 r 
?郎
の
=司

地
検
l隈
"= 

(
天
王
一
七
・
一
八
年
)
は
、
永
野
村
・
永
野
縁
野
・
室
原
村
・
井
タ
ッ
ク
ノ
ノ
村

51 

-
三
ノ
ノ
島
村
・
井
ワ
イ
谷
村
・
内
原
村
・
川
内
村
・
ゃ
な
せ
村
と
多
く
の
村
々
に
「
大
道
」
を
記
し
て
い
る
。
第
六
図
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に
示
し
た
主
要
交
通
路
は
こ
れ
ら
を
結
ん
で
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
黒
岩
新
町
が
柳
瀬
川
上
流
に
ひ
ら
け
る
佐
川
盆
地
の
村
々
と
結
ば

れ
、
さ
ら
に
そ
こ
を
経
由
し
て
大
高
坂
(
近
世
以
降
の
高
知
)

や
高
岡
郡
最
大
の
中
心
集
落
で
あ
っ
た
高
岡
市
ハ

g
、

あ
る
い
は
高
岡
郡

南
部
海
岸
の
洲
崎
白
)
へ
と
通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黒
岩
新
町
が
「
大
道
」
を
通
じ
て
近
隣
の
村
々
、
さ
ら
に
は
周
辺
の
中
心
集
落
へ
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、

そ
の
街
村
が
「
大
道
」
を
軸
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
直
交
す
る

A
l
B
街
路
を
軸
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
一
見
奇
異
に
思
わ

れ
る
。
黒
岩
新
町
の
プ
ラ
ン
を
、
こ
の
よ
う
に
一
見
奇
異
な
も
の
に
し
た
要
因
の
第
一
は
そ
の
地
形
的
条
件
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
黒
岩
新
町
を
の
せ
る
下
位
段
丘
面
は
南
北
方
向
に
長
く
、
そ
の
東
西
両
側
は
上
位
段
丘
と
の
聞
を
画
す
る
崖
と
小
河
谷
に
よ
っ
て
限

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
下
位
段
丘
面
上
を
東
西
に
ほ
ぼ
直
進
す
る
「
大
道
」
の
延
長
は
一
一
三
一
メ
ー
ト
ル

(
六
九
・
一
間
)
を
測
る
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
長
さ
は
「
大
道
」
を
軸
と
す
る
街
村
を
建
設
す
る
場
合
の
町
並
の
総
延
長
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、

四

O
軒
の
屋
敷

を
収
容
す
る
た
め
に
は
や
や
短
小
で
あ
る
。
そ
の
二
は
黒
岩
新
町
と
は
小
河
谷
を
隔
て
た
小
字
「
黒
岩
」
の
北
部
に
今
日
も
な
お
そ
の
遺

構
の
一
部
を
残
し
て
い
る
黒
岩
城
、
お
よ
び
黒
岩
新
町
の
南
端
に
あ
た
る
柳
瀬
川
と
の
位
置
関
係
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
黒
岩
新

町
は
こ
の
地
域
の
国
人
領
主
と
し
て
成
長
し
、
黒
岩
城
主
と
し
て
そ
の
最
盛
期
を
現
出
し
た
片
岡
氏
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
城
下
市
町
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
重
視
さ
れ
た
の
が
黒
岩
城
と
柳
瀬
川
河
岸
と
を
結
ぶ
ル

l
ト
で
あ
り
、
こ
れ
を
軸
と
し
て
町
並
が
整
備
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
片
岡
氏
の
盛
期
に
は
、
陸
上
交
通
路
よ
り
も
柳
瀬
川

l
仁
淀
川
を
結
ぶ
水
運
の
方
が
、

よ
り
重
要
な
交
易
ル

1

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。



三
、
黒
岩
新
町
の
発
達
と
衰
退

戦
国
時
代
に
黒
岩
城
を
本
拠
と
し
て
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
の
は
片
岡
氏
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
主
と
し
て

『
高
知
県
史
』
白
〉
お

よ
び
『
佐
川
郷
史
』
詰
〉
を
も
と
に
、
片
岡
氏
の
成
長
と
戦
国
時
代
の
こ
の
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

片
岡
氏
は
仁
淀
川
の
中
流
、
吾
川
・
高
岡
両
郡
に
ま
た
が
る
吾
川
山
圧
を
基
盤
と
し
て
成
長
し
た
国
人
で
、

『
片
岡
物
語
』
自
〉
に
よ

れ
ば
、
平
家
の
滅
亡
後
別
府
氏
の
も
と
に
身
を
よ
せ
て
い
た
蓮
池
家
綱
の
兄
坂
東
太
郎
経
繁
が
、
別
府
民
に
叛
い
た
こ
の
地
域
の
土
豪
矢

野
和
泉
守
俊
武
を
討
っ
て
吾
川
山
庄
を
子
中
に
お
さ
め
、
出
身
地
上
野
国
中
野
の
荘
片
岡
の
地
名
を
氏
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
南
北

戦国末期土佐国における地方的中心集落

朝
時
代
に
は
経
繁
の
後
育
経
義
・
直
嗣
の
兄
弟
が
北
朝
方
と
し
て
活
動
し
た
。
室
町
前
期
に
は
片
岡
直
之
が
黒
岩
郷
代
官
を
務
め
、
そ
の

跡
を
嗣
い
だ
直
綱
は
柴
尾
城
に
拠
っ
て
勢
力
を
拡
大
し
た
。
直
綱
に
続
く
直
経
・
直
道
は
そ
れ
ほ
ど
の
力
も
な
か
っ
た
が
、
文
明
二
ハ
年

(
一
四
八
四
)
直
道
の
死
後
直
光
が
継
ぐ
と
、
柴
尾
の
居
城
を
廃
し
て
上
流
寺
野
に
新
城
を
築
き
、
こ
れ
に
移
っ
た
。
こ
の
城
が
黒
岩
城

で
あ
る
。

永
正
一
七
年
(
一
五
二

O
)
に
直
光
の
後
を
つ
い
だ
茂
光
は
、
翌
大
永
元
年
に
直
綱
以
来
の
支
城
徳
光
の
城
下
に
あ
っ
た
台
住
寺
を
黒

岩
城
西
方
の
山
麓
に
移
し
て
累
代
の
菩
提
を
と
む
ら
う
一
方
、
越
知
に
支
城
清
水
域
を
設
け
て
以
北
の
守
り
と
し
た
。
こ
の
頃
、
佐
川
盆

地
の
中
央
部
佐
川
城
(
の
ち
松
尾
城
と
改
称
)

に
は
永
正
一
四
年
の
戸
波
恵
良
沼
の
戦
で
滅
亡
し
た
佐
川
越
中
守
の
後
を
う
け
て
三
野
氏

(
の
ち
中
村
氏
を
称
す
)
が
居
り
、
南
部
の
斗
賀
野
城
に
は
米
森
氏
、
西
部
の
尾
川
城
に
は
近
沢
氏
、
黒
岩
城
と
の
中
間
庄
田
に
は
中
山

氏
が
割
拠
し
て
、
蓮
池
城
主
大
平
氏
の
も
と
に
属
し
て
い
た
。
天
文
一
五
年
(
一
五
四
六
)

一
条
氏
が
大
平
氏
を
滅
し
て
高
岡
郡
に
進
出

53 

す
る
と
、
か
れ
ら
も
ま
た
そ
の
勢
力
圏
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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そ
の
一
七
年
後
、
永
藤
六
年
(
一
五
六
二
)
に
は
土
佐
中
原
の
覇
者
長
宗
我
部
氏
が
仁
淀
川
東
岸
の
吉
良
城
を
奪
取
し
て
、
仁
淀
川
西

岸
以
西
を
勢
力
圏
と
す
る
一
条
氏
と
対
峠
す
る
よ
う
に
な
り
、
永
藤
一
一
一
年
に
は
吉
良
城
主
吉
良
親
貞
が
謀
策
を
も
っ
て
仁
淀
川
西
岸
の

蓮
池
城
を
陥
れ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
長
宗
我
部
氏
に
よ
る
一
条
氏
攻
略
が
進
め
ら
れ
、
元
亀
元
年
(
一
五
七

O
)
に
は
片

岡
氏
を
も
含
め
て
佐
川
盆
地
の
諸
氏
が
そ
の
軍
門
に
下
り
、
た
だ
一
人
頑
強
な
抵
抗
を
つ
づ
け
た
米
森
氏
は
そ
の
居
城
斗
賀
野
城
に
戦
死

し
た
。
佐
川
盆
地
平
定
後
、
長
宗
我
部
氏
は
尾
川
城
主
中
村
越
前
守
に
は
隠
居
を
命
じ
て
、
そ
の
後
に
重
臣
の
久
武
内
蔵
助
親
直
を
入
れ

て
佐
川
城
主
と
し
(
久
武
氏
は
石
ノ
尾
城
を
修
築
し
て
こ
れ
に
拠
っ
た
)
、
黒
岩
城
主
片
岡
光
綱
は
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
。

ま
た
、

尾
)11 

城
主
近
沢
将
監
祐
清
は
そ
の
文
筆
の
才
を
か
わ
れ
て
祐
筆
役
と
な
り
、
圧
田
の
中
山
氏
は
こ
れ
よ
り
先
天
文
初
年
に
尾
川
城
主
中
村
氏
に

併
合
さ
れ
て
い
た
。

長
宗
我
部
氏
は
そ
の
後
、
天
正
二
年
(
一
五
七
回
)
公
家
大
名
一
条
氏
を
下
し
、
翌
三
年
に
は
甲
浦
城
を
攻
略
し
て
土
佐
一
国
を
統
一

し
た
。
次
い
で
天
正
四
年
か
ら
は
四
国
制
覇
に
の
り
だ
し
て
各
地
に
転
戦
し
、
片
岡
氏
以
下
の
諸
氏
も
こ
れ
に
従
っ
て
出
陣
し
た
が
、
片

岡
光
綱
は
天
正
一
三
年
伊
予
国
金
子
陣
で
戦
死
し
た
。
こ
の
年
長
宗
我
部
元
親
は
秀
吉
に
降
っ
て
和
議
を
結
び
、
翌
一
四
年
に
は
秀
吉
の

九
州
征
伐
に
従
軍
し
た
。
こ
の
九
州
出
陣
で
片
岡
氏
は
、
豊
後
国
戸
次
で
光
綱
の
子
光
政
(
一
説
甥
)
を
戦
死
さ
せ
た
。

片
岡
氏
が
こ
の
地
域
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
所
領
を
示
す
「
片
岡
分
」
が
高
岡
・
吾
川
両
郡
の
北
部
山
地
か
ら

中
部
丘
陵
地
帯
に
か
け
て
一

O
O
O町
歩
余
り
『
地
検
帳
』
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
本
拠
黒
岩
城
そ
の
も
の

は
検
地
の
対
象
外
と
さ
れ
た
も
の
か
、

『
地
検
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

黒
岩
古
城
詰
門
外
小
タ
ン
共
-
一

一
L

(
所
)
壱
反
拾
七
代
壱
分

下
屋
敷

同
(
黒
岩
村
)
次
良
大
夫
居

同
し
(
片
岡
分
)



と
あ
っ
て
、
天
正
一
八
年
検
地
の
時
点
で
は
す
で
に
黒
岩
城
が
古
城
と
呼
ば
れ
る
状
態
H
廃
城
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
黒
岩
は
現
在
で
は
黒
岩
中
学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
、
わ
ず
か
に
土
塁
の
一
部
を
残
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
明
治
前
期
の
地
籍
図
は

小
字
「
黒
岩
」
の
北
部
に
そ
の
遺
構
を
示
し
て
お
り

(
第
五
図
×
点
)
、

そ
の
規
模
は
東
西
の
最
大
幅
お
よ
び
南
北
長
と
も
約
七

O
メ

l

ト
ノレ

(
土
塁
を
含
む
)
を
測
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
地
検
帳
』
は
、

同
し
(
ソ
子
タ
)
東
ト
イ
ノ
後

出
壱
反
拾
壱
代
壱
分

上
屋
敷

黒
岩
村

片
岡
右
近
給

一L
(
所
)
三
十
代

片

岡

分

戦国末期土佐国における地方的中心集落

(
三
筆
分
中
略
)

土
居

同

主
居

御
土
居

出
四
拾
八
代

上
屋
敷

一
ふ
壱
反

同

黒
岩
村

土
居
ノ
南
上
下
か
け
て

片
岡
右
近
給

一L
弐
十
代

出
弐
拾
参
代
壱
分

下
屋
敷

片

岡

分

五
良
左
衛
門
居

と
片
岡
分
の
「
御
土
居
」
空
記
し
、
そ
の
背
後
に
は
給
主
片
岡
右
近
が
居
住
す
る
総
面
積
一
反
四
一
代
一
分
の
屋
敷
が
、

ま
た
そ
の
南
に

は
片
岡
右
近
に
給
さ
れ
た
総
面
積
四
三
代
一
分
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
御
土
居
」
こ
そ
、
検
地
の
時
点
で
の
片

「
御
土
居
」
の
背
後
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
片
岡
右
近
は
、

岡
氏
の
本
拠
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
居
住
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

南
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路
志
』
ハ
立
に
親
光
(
光
綱
)

の
弟
紀
伊
守
(
上
八
川
柚
ノ
木
村
ヲ
攻
)

の
子
右
近
(
居
佐
川
)
と
あ
り
、

『
佐
川
郷
史
』
が
光
綱
の
弟
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直
季
(
上
入
川
城
主
)

の
子
で
、
平
右
衛
門
(
尾
川
片
岡
祖
)

の
父
と
し
て
い
る
右
近
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
片
岡
氏
本
宗
に

き
わ
め
て
近
い
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
『
地
検
帳
』
は
、
佐
川
盆
地
か
ら
高
知
平
野
に
向
う
出
入
口
に
あ
た
る
日
下
川
上
流
河
谷
の
加
茂
永
竹
村
に
位
置
す
る
大
谷

土
居
ヤ
シ
キ
(
片
岡
治
部
給
、
主
居
)
(
凶
〉
を
片
岡
分
と
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
佐
川
盆
地
中
央
部
で
は
、

ヲ
キ
ノ
古
城

一
L

(
所
)
壱
反
四
拾
四
代
参
歩

(
中
略
)

ヲ
キ
ノ
』
土
ゐ
ヤ
シ
キ出

参
反
弐
十
代

一
L
弐
反
参
十
代

ヨ
弐
反
弐
十
代
上

F
参
反
参
十
代
中
内
荒
拾
代

か
つ
て
の
三
野
氏
の
居
城
、
が
片
岡
分
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
庄
田
で
も

上
ヤ
ジ
キ

同

3
7野
島
村
)
新
右
衛
門
ゐ

同

し

(

片

岡

分

)

同

右
衛
門
尉
ゐ

同

し

L
」(印〉、

土
居
ヤ
シ
キ
外
懸
テ
四
所

同
(
八
幡
村
)
同
し
名
(
焼
栗
名
)

出
コ
一
反
三
十
代
弐
分
荒
壱
反

一
L

(
所

)

壱

反

下

屋

敷

内

期

伽

訪

問

州

代

二

分

井

領

同
し
(
片

岡

分
)

大
良
兵
衛
尉
居

と
(
加
〉
そ
の
土
居
屋
敷
が
片
岡
分
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
宗
我
部
氏
に
亡
ぼ
さ
れ
た
米
森
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
斗
賀
野
で
は
、

斗
賀
地
土
ゐ
ヤ
シ
キ

同
(
下
神
崎
村
)

太
良
兵
衛
担

一
L

(
所
)
壱
反

参
十
代
中
畠

出
弐
反
内
弐
反
弐
十
代
上

同
し
(
片

岡

分

(
中
略
)



狩
場
ヤ
シ
キ

一L
弐
反

出
壱
反
参
十
五
代
四
歩
才

ヨ
壱
反
四
歩
才
上
ヤ
シ
キ

Hr
弐
反
参
十
五
代
下

同

同

し

ゐ

同

し

参
河
ノ
土
ゐ
溝
懸
而

弐
反
弐
歩
上

司
参
反
七
代
中

F
参
反
四
十
代
下

同

同
し
如

一L
六
段

出
弐
反
四
十
七
代
弐
歩

同

し

と
記
さ
れ
ハ
担
、

か
つ
て
の
土
居
が
耕
地
化
さ
れ
て
、
片
岡
分
に
編
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

片
岡
分
以
外
で
は
、

榎
田
村
に
久
武
左
衛
門
給
の
土
居
が
あ
り
(
号
、
師
尾
谷
村
に
は
長
宗
我
部
氏
に
よ
っ
て
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
中
村

戦国末期土佐国における地方的中心集落

越
前
守
の
「
久
万
タ
土
ゐ
」
〈
幻
)
が
、
尾
川
北
地
中
屋
村
に
は
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
近
沢
氏
の
「
土
ゐ
」

a〉
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

『
地
検
帳
』
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
元
亀
元
年
に
長
宗
我
部
氏
の
軍
門
に
下
っ
た
片
岡
氏
が
、
そ
の
居
城
黒
岩
城
は
廃
城

化
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
東
方
に
「
御
土
居
」
を
構
え
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
う
え
、
さ
ら
に
佐
川
盆
地
中
央
部
や
日
下
川
上
流
河
谷
に

も
所
領
を
拡
大
し
て
、
か
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
基
盤
に
成
長
し
て
き
た
小
領
主
の
土
居
を
も
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
片
岡
氏
は
長
宗
我
部
氏
に
降
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
は
片
岡
氏
と
拾
抗
す
る
小
領
主
の
支
配
下
に
あ
っ
た

佐
川
盆
地
中
央
部
な
ど
へ
も
進
出
し
て
こ
の
地
域
取
大
の
地
域
的
領
主
に
ま
で
成
長
し
、
長
宗
我
部
氏
に
よ
る
領
国
支
配
の
一
環
を
構
成

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
『
佐
川
郷
史
』
は
片
岡
光
綱
が
長
宗
我
部
元
親
の
高
吾
北
攻
略
に
ま
っ
先
に
恭
順
の
意
を
表
し
て
降
り
、

近
郷
諸
族
降
伏
の
勧
誘
を
も
行
な
い
、
元
親
の
信
第
一
の
将
と
し
て
「
親
」
の
一
字
を
賜
っ
て
親
光
と
改
名
す
る
と
と
も
に
、
家
老
職
に
補

さ
れ
て
高
岡
郡
の
支
配
と
諸
氏
の
監
督
、
連
け
い
を
託
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
佐
川
城
に
配
さ
れ
た
久
武
氏
は
元
親
の
信
任
厚
い
重
臣

57 

で
、
伊
予
攻
略
で
は
軍
総
代
に
補
さ
れ
た
有
力
武
将
で
あ
る
が
、
『
佐
川
郷
地
検
帳
』
に
記
さ
れ
た
そ
の
所
領
は
約
四
町
歩
に
す
ぎ
な
い
こ
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と
か
ら
、
久
武
氏
の
佐
川
城
は
前
述
の
よ
う
な
片
岡
氏
に
対
す
る
目
付
け
的
な
機
能
を
も
っ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一方、

『
佐
川
郷
地
検
帳
』
は
小
村
永
野
村
に
「
古
市
」
と
い
う
ホ
ノ
キ
名
を
有
す
る
田
地
や
荒
地
を
入
筆
登
録
し
て
お
り
(
い
ず
れ

も
片
岡
分
)
、
同
三
ノ
野
島
村
に
は

三
野
古
市
道
懸
而

同
(
一
一
ア
野
島
村
)
手
作
分

一
ふ
(
所
)
四
反
参
十
代

出
参
反
四
拾
参
代
三
一
歩
才

上

岡

分
) 

同
し
(
片

戦国末期土佐国における地方的中心集落

(
中
略
)

、
ノ
古
市
ノ
カ
シ
ラ
踊
堂
詰
而

出
弐
十
壱
代
壱
歩

上

広
同

本
ハ
乗
台
寺
分

井

ネ雀

進

給

一L
壱
反
拾
代

と
記
し
て
い
る
。

前
者
は
現
在
の
佐
川
町
大
字
永
野
小
字
「
士
ロ
ル
市
」
で
、
前
述
の
「
大
道
」
が
春
日
川
を
渡
る
渡
河
地
点
に
接
し
て
お
り
、
後
者
は
佐

川
町
大
字
乙
部
の
小
字
「
古
市
」
に
相
当
し
、
黒
岩
か
ら
南
下
し
て
斗
賀
野
経
由
須
崎
に
至
る
「
大
道
L

と
、
越
知
か
ら
河
内
ヶ
谷
、
永

野
を
経
て
高
岡
に
至
る
「
大
道
」
と
の
交
点
に
位
置
し
て
い
る
(
第
六
図
)
0

後
者
の
小
字
「
古
市
」
の
北
東
部
に
は
小
字
「
沖
野
古
城
」

が
隣
接
し
て
お
り
、
そ
の
北
方
に
は
小
字
「
三
野
土
居
」
、
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の
「
ヲ
キ
ノ
古
城
」
お
よ
び
「
ヲ
キ
ノ
ノ
土
ゐ
ヤ

シ
キ
」
に
対
応
す
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
地
検
帳
』
検
地
の
段
階
で
は
「
古
市
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
は
中
村
氏
の
居
城
松
尾
城
や

三
野
氏
の
居
城
沖
野
古
城
と
の
関
連
で
市
が
聞
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
と
く
に
後
者
で
は
「
市
ノ
カ
シ
ラ
」
に
踊
堂
が
あ
っ
た

59 

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
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筆
者
は
、
こ
の
両
市
が
「
古
市
」
化
し
た
の
と
、
前
述
の
よ
う
な
片
岡
氏
の
成
長
、
こ
と
に
長
宗
我
部
氏
領
国
に
お
け
る
地
域
的
領
主

と
し
て
の
地
位
確
立
と
が
密
接
な
関
連
を
有
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
の
が
黒
岩
新
町
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
片
岡
氏

は
畏
宗
我
部
氏
に
下
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
居
城
を
廃
域
化
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
封
建
領
主
と
し
て
の
独
立
性
は
損
わ

れ
た
も
の
の
、
佐
川
盆
地
と
そ
の
隣
接
地
域
の
多
く
を
も
そ
の
所
領
に
組
み
込
ん
で
、
地
域
的
領
主
と
し
て
の
地
位
と
そ
れ
を
支
え
る
基

盤
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
そ
れ
ま
で
佐
川
盆
地
中
央
部
の
永
野
や
沖
野
で
聞
か
れ
て
い
た
市
場
の
機
能

を
も
自
ら
の
居
館
「
御
土
居
」
に
隣
接
す
る
黒
岩
新
町
に
吸
収
し
て
、
そ
の
充
実
を
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
直
接
的
な
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

『
地
検
帳
』
の
記
載
か
ら
想
定
さ
れ
る
黒
岩
新
町
の
プ
ラ
ン
は
、

前
述
の
よ
う
に
黒
岩
城
と
柳
瀬
川
北
岸
と
を
結
ぶ
街
路
を
主
軸
と
す
る
も
の
で
、
小
字
「
土
居
」
に
置
か
れ
た
「
御
土
居
」
と
の
プ
ラ
ン

上
の
関
係
は
稀
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
く
と
も
黒
岩
新
町
の
母
胎
が
建
設
さ
れ
た
の
は
片
岡
氏
の
黒
岩
城
在
城
時
代
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
の
頃
の
黒
岩
新
町
は
、
永
野
の
古
市
や
三
野
古
市
の
よ
う
に
、
な
お
黒
岩
市
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
段
階
の
も
の
で
、
こ
れ
が

黒
岩
新
町
と
し
て
町
並
を
整
え
て
い
っ
た
の
は
片
岡
氏
が
地
域
的
領
主
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
永
野
や
三
野
の
市
を
吸
収
し
た
時
期

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
黒
岩
新
町
の
屋
敷
が
、

『
地
検
帳
』
に
出
分
面
積
を
ま
っ
た
く
登
録
さ
れ
で
い
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
黒
岩
新
町
の
町
割
が
、
比
較
的
『
地
検
帳
』
検
地
に
近
い
時
期
に
、
長
宗
我
部
政
権
下
の
領
主
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

『
地
検
帳
』
記
載
の
他
の
市
町
に
関
す
る
事
例
研
究
を
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改

め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
片
岡
氏
盛
期
の
城
下
が
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

『
片
岡
盛
衰
記
』
の
一
節
に
「
今
の
本
村
は
帯
屋
町
と
て
南
北

一
筋
の
町
あ
り
、
中
に
も
和
泉
屋
勘
兵
衛
と
て
茶
屋
あ
り
、
其
時
代
は
他
国
入
込
に
て
、
大
坂
よ
り
遊
女
杯
数
多
下
り
、
新
居
浜
(
仁
淀



川
河
口
)
迄
舟
通
い
け
れ
ば
、
夜
毎
に
う
た
い
さ
か
も
り
殊
の
外
賑
々
し
く
今
に
茶
園
堂
と
申
伝
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
。

『
佐
川
郷
史
』
は
こ
の
記
事
を
、
黒
岩
か
ら
北
方
へ
行
司
ケ
岳
を
越
え
て
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
っ
た
仁
淀
川
北
岸
の
片
岡
本
村

に
位
置
す
る
宝
厳
城
下
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
区
の
仁
淀
川
は
深
い

V
字
谷
を
刻
ん
で
東
流
し
て
い
て
そ
の
北
岸
に
は
河
道
に

沿
っ
た
狭
小
な
低
地
が
み
ら
れ
る
の
み
で
「
南
北
一
筋
の
町
」
を
収
容
す
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
当
該
地
区
の
『
吾
川
郡
片
岡
本

村
地
検
帳
』
ハ
お
)
も
町
並
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
記
事
を
、
横
川
末
吉

auと
同
様
、

黒
岩
新

町
に
関
す
る
も
の
と
解
し
た
い
(
こ
の
記
事
に
み
え
る
和
泉
屋
勘
兵
衛
に
相
当
す
る
人
物
は
『
地
検
帳
』
に
み
え
ず
、
茶
園
堂
に
つ
い
て

も
不
明
で
あ
る
が
・
・
・
・
・
・
)
0

戦国末期土佐国における地方的中心集落

こ
の
黒
岩
新
町
も
、
片
岡
氏
の
最
盛
期
を
築
き
上
げ
た
光
綱
・
光
政
が
相
次
い
で
戦
死
し
た
後
の
『
地
検
帳
』
検
地
段
階
に
は
や
や
哀

退
に
向
い
、
前
述
の
よ
う
に
町
並
の
南
端
で
六
筆
の
屋
敷
地
が
耕
地
化
さ
れ
、

一
筆
は
空
屋
敷
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
屋
敷
地
の
荒
廃
が

柳
瀬
川
に
近
い
部
分
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
片
岡
盛
衰
記
』
の
記
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
片
岡
氏
の
最
盛
期
に
は
仁
淀
川

水
運
を
通
じ
て
領
域
外
と
の
流
通
も
活
況
を
呈
し
て
い
た
黒
岩
新
町
が
、
片
岡
氏
自
体
の
衰
退
が
進
行
し
て
い
た
検
地
段
階
で
は
、
領
域

外
と
の
流
通
を
縮
小
し
て
「
大
道
」
を
媒
介
と
す
る
領
域
内
流
通
を
主
体
と
す
る
地
方
的
中
心
集
落
に
転
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
屋
敷
地
荒
廃
も
、
当
時
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
長
宗
我
部
氏
の
新
城
下
町
大
高
坂
建
設
の
影
響
を
も
ろ
に
こ

う
む
っ
て
い
た
弘
岡
市
や
高
岡
市
の
場
合

auほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
松
本
豊
寿
は
市
場
集
落
の
近
世
化
と
新
設
城
下
町
と
の
地
域
的
対
応
関
係
の
中
で
と
ら
え
、
局
地
的
小
商
圏
の
中

心
で
あ
る
地
方
市
町
が
大
高
坂
城
下
町
の
成
立
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
分
を
吸
収
さ
れ
な
が
ら
も
町
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
存
続
し
、
そ

61 

の
商
圏
は
城
下
町
の
下
部
商
圏
と
し
て
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
形
成
し
て
並
立
し
て
い
た
第
二
次
圏
と
、
最
外
聞
の
圏
帯
を
構
成
す
る
後
進
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地
域
と
い
う
特
色
を
有
す
る
第
三
次
圏
と
の
交
界
地
域
に
み
ら
れ
る
特
質
と
し
て
理
解
し
た
。
そ
こ
で
は
戦
国
期
よ
り
つ
づ
く
有
力
地
方

領
主
の
領
域
に
市
町
が
存
在
し
て
、
そ
の
市
町
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

「
給
人
的
町
ヤ
シ
キ
所
有
」
を
特
色
と
す
る
第
一
型
か
ら
「
小

商
工
人
的
町
ヤ
シ
キ
保
有
」

を
特
色
と
す
る
第
二
型
へ
の
移
行
形
態
を
み
せ
る
と
い
う

auo
こ
の
指
摘
は
ま
さ
に
当
を
得
た
も
の
で
筆

者
も
異
論
は
な
い
が
、
黒
岩
新
町
の
場
合
、
こ
の
第
一
型
か
ら
第
二
型
へ
の
転
換
が
、
か
つ
て
は
領
主
片
岡
氏
の
需
要
を
主
要
な
背
景
と

す
る
領
域
外
と
の
流
通
を
主
と
す
る
市
町
だ
っ
た
も
の
が
、
片
岡
氏
の
衰
退
に
と
も
な
っ
て
次
第
に
領
域
内
流
通
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
て

い
っ
た
と
い
う
動
き
の
中
で
進
行
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
黒
岩
新
町
も
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
急
速
に
衰
退
し
、

つ
い
に
は
第
五
図
で
み
た
よ
う
に
、

一
面
の
水
田
と
化
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
時
期
や
経
過
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い
が
、
山
内
氏
入
国
の
後
、
こ
の
地
方
の
近
世
的
在
町
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
佐

川
と
越
知
の
発
達
が
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
長
宗
我
部
氏
に
よ
っ
て
佐
川
城
主
に
任
じ
ら
れ
た
久
武
氏
が
そ
の
城

下
に
新
市
を
開
設
し
た
こ
と
は
、

新
市

『
佐
川
郷
地
検
帳
』
に

本
田
村

一L
(
所
)
弐
反
弐
拾
代
刊
弐
反
拾
四
代
三
歩
才

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
新
市
は
と
う
て
い
黒
岩
新
町
と
対
抗
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
慶
長
五
年

久
武
内
蔵
助
給

三

六

O
O
)
の
関
ケ
原
合
戦
後
、
長
宗
我
部
氏
が
領
国
を
没
収
さ
れ
て
そ
の
後
に
山
内
一
豊
が
入
国
す
る
と
、
翌
六
年
に
は
一
豊
の
国
老

絡
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
深
尾
重
良
が
佐
川
郷
一
万
石
を
領
知
し
て
佐
川
城
に
入
っ
た
。
こ
の
と
き
、
黒
岩
村
は
藩
主
山
内
氏
の
直
轄
地
と

し
て
深
尾
氏
の
釆
地
外
で
あ
っ
た
が
、
深
尾
氏
が
そ
の
城
下
に
現
在
の
佐
川
町
中
心
市
街
の
前
身
を
な
す
町
場
を
建
設
し
た
際
に
黒
岩
新

町
は
こ
の
町
場
に
吸
収
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
佐
川
が
佐
川
盆
地
唯
一
の
在
町
と
し
て
発
達
し
た
。
越
知
の
発
達
は
こ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
、



一
七
世
紀
中
葉
に
推
進
さ
れ
た
土
佐
藩
の
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
と
し
て
仁
淀
川
流
域
の
林
産
物
開
発
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
輸
送
の
た
め

に
仁
淀
川
水
運
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
際
に
、
そ
の
拠
点
と
し
て
町
立
て
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
や
時
代
は
下
る
が
、
寛
保

二
年
(
一
七
回
二
)

の
調
査
を
も
と
に
し
た
土
佐
藩
郷
村
調
査
書
品
〉
に
よ
る
と
、

人
口
一
、

O
八
九
人
、

佐
川
村
は
戸
数
二
六
二
戸
、

越
智
村
は
戸
数
一
九
六
戸
、
人
口
八
五
七
人
で
あ
り
、

黒
岩
村
は
戸
数
一
二
九
戸
、

人
口
五
七

O
人
で
あ
っ
た
。

明
治
八
年

(
一
八
七

五
)
の
『
共
武
政
表
』
は
越
知
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
が
、
佐
川
町
に
つ
い
て
は
戸
数
回
三
五
戸
、
人
口
一
、
五
九
九
人
と
記
し
て

い
る
。

戦国末期土佐固における地方的中心集落

本
稿
は
昭
和
五
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
一
般
研
究
C
)
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
作
成
の
た
め
に
種
々
御
教
示
を
頂
い
た

島
田
豊
寿
、
広
谷
喜
十
郎
の
両
氏
お
よ
び
現
地
調
査
で
御
案
内
頂
い
た
佐
川
町
在
住
の
明
神
田
作
氏
、
さ
ら
に
資
料
蒐
集
の
便
宜
を
お
計
り
頂
い
た
高

知
県
立
図
書
館
、
佐
川
町
役
場
、
越
知
町
役
場
の
関
係
各
位
に
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
。

参
考
文
献
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(
1
)

拙
稿
「
中
世
城
館
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
|
|
戦
国
大
名
領
国
の
地
域
構
造
研
究
へ
の
試
み
|
|
」
『
人
文
地
理
』
一
五
の
四
・
一
九
六
三
年
。

拙
稿
「
大
名
領
国
成
立
期
に
お
け
る
中
心
集
落
の
形
成
|
|
尾
張
平
野
の
事
例
研
究
に
よ
る
検
討
|
|
」
『
史
林
』
四
八
の
一
・
一
九
六
五
年
。

拙
稿
「
近
世
初
頭
荻
落
領
に
お
け
る
市
町
の
分
布
と
類
型
区
分
」
西
村
睦
男
編
藩
『
領
の
歴
史
地
理
|
|
萩
藩
|
|
』
大
明
堂
所
収
一
九
六
八
年

拙
稿
「
近
世
初
頭
荻
藩
領
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
の
構
造
」
『
人
文
(
京
大
教
養
部
)
』
}
四
一
九
六
八
年
。

(
2
)

拙
稿
「
近
世
初
頭
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
(
そ
の
一
)
」
『
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
人
文
地
理
学
論
議
』
柳
原
書
広

九
七
一
年
。

拙
稿
「
戦
国
末
期
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
|
|
吾
川
郡
弘
岡
市
|
|
」
『
人
文
地
理
』
一
一
四
の
一
一

(
3
)
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
高
岡
郡
上
の
一
一
高
知
県
立
図
書
館
一
九
六
三
年
。

(
4
)

拙

稿

前

掲
(
2
)

一
九
七
一
年
。

所
収

一
九
七
二
年
。



(
5
)

こ
の
下
屋
敷
の
面
積
を
、
『
地
検
帳
』
刊
本
は
「
拾
六
町
二
分
」
と
記
し
て
お
り
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
の
原
本
も
ま
た
「
拾
六
町
二
分
」
と

記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
余
り
に
も
面
積
が
大
き
す
ぎ
、
現
地
の
状
況
と
も
対
応
し
な
い
の
で
、
こ
の
面
積
に
つ
い
て
は
『
地
検
帳
』
原
本
そ

の
も
の
が
誤
記
し
た
も
の
と
考
え
て
、
本
稿
で
は
「
拾
六
代
二
分
」
と
し
た
。

こ

む

ら

(
6
)

『
地
検
帳
』
に
示
さ
れ
た
一
筆
ご
と
の
検
地
順
序
は
、
必
ず
し
も
小
村
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
い
く
つ
か
の
小
村

を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
る
が
、
そ
の
細
部
に
つ
い
て
は
現
地
比
定
の
困
難
な
も
の
も
多
い
の
で
、
ほ
Y
小
村
単
位
に
簡
略
化
し
て
図
示
し
た
。

(
7
)

横
川
末
士
口
『
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研
究
』
高
知
市
立
市
民
図
書
館
、
一
九
六
一
年
に
よ
れ
ば
、
『
地
検
帳
』
の
検
地
尺
は
太
閤
検
地
と
同
じ

六
尺
三
寸
竿
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
一
聞
の
長
さ
は
一
・
九

O
九
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

(
8
)

現
在
で
は
、
こ
の
「
大
道
」
に
相
当
す
る
道
は
幅
二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
農
道
と
し
て
残
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
9
)

吾
川
郡
弘
岡
市
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
(
2
)

一
九
七
二
年
を
参
照
。

(
叩
)
前
掲
書
(
3
)

所
収
。

(
日
)
横
川
末
士
口
『
春
野
町
史
』
春
野
町
教
育
委
員
会
一
九
七
六
年
。

(
ロ
)
拙
稿
前
掲
(
2
)

一
九
七
一
年
参
照
。

(
臼
)
下
村
穀
「
長
宗
我
部
地
検
帳
に
よ
る
天
正
期
地
方
小
都
市
の
考
察
|
!
土
佐
国
高
岡
郡
洲
崎
|

|

l
」

須
崎
市
史
編
纂
委
員
会
『
須
崎
市
史
』
須
崎
市
一
九
七
四
年
。

(
H
)

高
知
県
編
コ
高
知
県
史
古
代
・
中
世
編
』
、
高
知
県
文
教
協
会
一
九
七
一
年
。

(
日
)
明
神
健
太
郎
『
佐
川
郷
史
(
高
吾
北
の
歩
み
)
』
一
九
七
二
年
。

(
間
)
結
城
有
・
明
神
健
太
郎
『
八
幡
荘
伝
承
記
並
に
片
岡
物
語
』
一
九
七
四
年
。

(
げ
)
『
南
路
志
』
閤
国
之
部
高
岡
郡
南
片
岡
条
。

(
同
日
)
高
岡
郡
賀
茂
村
地
検
帳
前
掲
(
3
)
所
収
。

(
叩
)
高
岡
郡
佐
川
郷
地
検
帳
前
掲
(
3
)
所
収
。

(
初
)
高
岡
郡
圧
田
村
々
地
検
帳
前
掲
(
3
)
所
収
。

(
幻
)
(
幻
)
(
幻
)
前
掲
(
四
)
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『
国
史
学
』
八
四
号

一
九
七

O
年。
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(
包
)

(お〉
(
幻
)

(
路
)

(
却
)

(
却
)

高
岡
郡
尾
川
村
地
検
帳
前
掲
(
3
)
所
収
。

『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
吾
川
郡
下
高
知
県
立
図
書
館

前
掲
(
3
)
の
解
説
、
黒
岩
村
地
検
帳
の
項
。

拙
稿
前
掲
(
2
)
。

松
本
豊
寿
『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
古
川
弘
文
館
一
九
六
七
年

平
尾
道
雄
「
土
佐
藩
郷
村
調
査
書
」
『
土
佐
史
談
』
八
六
号 一

九
六
三
年

所
収
。




